
縮　尺

年月日工事名

図面番号

公立大学法人　横浜市立大学 企画総務部　総務課施設担当

―

Ｒ

工事名称

図面リスト

　（１）図中における衛生器具などのメーカー型番、商品名等は参考として記載したものである。

４　特記事項

VC：ベントキャップ

VA：水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管(JWWA K 116)

VB：水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管(JWWA K 116)

VD：水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管(JWWA K 116)

接続方法・備考

ねじ接合

ねじ接合

ねじ接合

PF：パイプフード

給水管

外気取入ダクト　亜鉛鉄板製スパイラルダクト

排気ダクト　　　亜鉛鉄板製スパイラルダクト

吸込口

パッケージ形エアコン

吹出口

天井埋込換気扇

中間ダクトファン

冷媒管　　　　　 断熱材被覆銅管

空調ドレン管　　保温付塩化ビニル管

記　号 名　　　　　称

R

D

OA

EA

凡　例

残土処分

■　場内敷きならし　　※フェンス基礎掘削残土

発生材処分

水道局納付金（手数料）（３）

（２）

（１）

□　家電リサイクルの指定

□　指定処分（処分地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　塩ビ管リサイクルの指定（指定場所：　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　指定処分（　　　　　　処分地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■　確認処分

３　一般事項

□　あり

■　なし

□　指定処分（アスコン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　なし

□　なし

□　確認処分

（４）敷地等の出入りに際しては、作業内容、人員等を報告の上、身分を明示した腕章、名札、ヘルメット等を着用する。

（５）構内全域を禁煙としているため、工事関係者への指導を徹底する。

（６）工事に際しては、関係者との十分なる協議・確認の上、安全対策及び工事に支障なきよう留意する。

（８）工事に際しては、事前に十分な調査を行い工事中及び竣工後、施設運営に支障なきよう留意する。

（７）工事に必要な関係官庁への打ち合わせ・確認及び届出等については延滞なくこれを行う。

設計図書等

１

２

３

４

５

現場説明に対する質問回答書

現場説明書

特記仕様書（図面記載のもの及び別冊を含む。）

設計書及び図面

横浜市建築局・一般社団法人神奈川県空調衛生工業会編集

６

７

２　設計図書の優先順位

１　工事概要

仕 様 書

Ｍ－０１

図　番 図　面　名　称 縮　　尺

工事区分表・案内図・配置図

－図面リスト・仕様書・凡例

空調設備機器表（改修・撤去）

　（２）給排水設備

横浜市立大学　第Ⅰ講堂エアコン更新工事

接着接合

単水栓は節水こま

VP、VU：硬質ポリ塩化ビニル管(JIS K 6741)

GV：仕切弁

汚水桝　（コンクリート桝・小口径桝）

床上掃除口

CV：逆止弁

排水管

空調機リモコン

通気管

BAV：ボール弁

(排水)

(通気)

接着接合

FDP：耐火二層管ＶＰ(HASS206)

水栓（水・混合・湯)

『横浜市建築局機械設備工事特則仕様書』（最新版）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修『公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）』（最新版）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修『公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）』（最新版）

国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修『公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）』(最新版)

※　注意　・冷媒管の保温厚は、ガス管２０m/m、液管８m/m（９.５２以下）１０m/m以上（１２.７以上）とする。

『機械設備工事施工マニュアル』（最新版）

優先順位

　（１）空調設備

　　　本工事は第Ⅰ講堂の氷蓄熱ビル用マルチエアコンをビル用マルチエアコンに更新する。

　（３）撤去工事

A1:1/1,000、10,000
A3:1/2,000、20,000

－

A1:1/50 
A3:1/100

　（２）機器類の能力、容量等は、表示された数値以上とする。

　（４）屋外露出に使用する支持金物及びアンカーボルトは全てステンレス製（ＳＵＳ３０４）とする。

　（３）電力消費量、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

VD：風量調整ダンパー

CHS 冷温水管（往）　ステンレス鋼管（既設）

冷温水管（還）　ステンレス鋼管（既設）CHR

給気ダクト　　　亜鉛鉄板製スパイラルダクトSA

還気ダクト　　　亜鉛鉄板製スパイラルダクトRA

　（５）設置する機器等は、グリーン購入法適合品とする。(対象品目に対して)

　（６）敷地内全面禁煙とする。

Ｍ－０２

Ｍ－０３

Ｍ－０４

Ｍ－０５

Ｍ－０６

Ｅ－０１

空調設備平面図（改修） A1:1/50 
A3:1/100

空調設備平面図（撤去）

　　　上記に伴い、機器の設置・配管・ダクト・計装工事を行う。

　　　本工事は第Ⅰ講堂の既存氷蓄熱ビル用マルチエアコン用給排水配管の切り離しを行う。

　　　本工事は第Ⅰ講堂の既存氷蓄熱ビル用マルチエアコンの機器・配管・ダクト類の撤去を行う。

A1:1/50 
A3:1/100仮設計画図（参考）Ｍ－０７

屋外機フェンス詳細図 A1:1/30
A3:1/60

Ｅ－０２

空調電源設備平面図（改修） A1:1/50 
A3:1/100

A1:1/50 
A3:1/100空調電源設備平面図（撤去）

　　　本工事は第Ⅰ講堂の既設手元開閉器盤（Ｓ－４）以降の電源改修を行う。

　（４）電気設備

　　　また温室用電源の切廻しを行う。

『横浜市建築局電気設備工事特則仕様書』（最新版）

横浜市建築局編集

『電気設備工事施工マニュアル』（最新版）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修『公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）』（最新版）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修『公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）』（最新版）

国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修『公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）』(最新版)

横浜市立大学　第Ⅰ講堂エアコン更新工事 令和3年3月

図面リスト・仕様書・凡例M-01
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配置図　1/2000

Ｎ
　今回対象施設

凡　例

グラウンド

隣地境界線

道
路
境
界
線

京　急　本　線

金沢八景駅
京浜急行権現山

隣地境界線

グラウンド

市立金沢高等学校

本校舎

総合体育館

理学系研究棟

シーガルセンター

学術情報センター
北棟

市大交流プラザ

ＹＣＵスクエア

隣
地
境
界
線

文科系研究棟

総合教育研究棟

　ゴムマット養生

　バリケード（カラーコーン・コーンバー）

　交通誘導員

令和3年3月横浜市立大学　第Ⅰ講堂エアコン更新工事

M-02
A1:1/1,000･10,000

A3:1/2,000･20,000

工事名

図面番号

公立大学法人　横浜市立大学 企画総務部　総務課施設担当

縮　尺

年月日

　工事区分表・案内図・配置図

項目 内　　　　　　　容 電気空調

内部養生

備　考

２

３

４

５

６

７

８

９

１

工　事　区　分　表

内部足場の設置

屋外機基礎補修及びアンカーボルト

エアコン用連絡線の新設及び撤去

エアコン用配管及びダクトの新設・撤去

エアコン用制御線及び配管の新設・撤去（中央監視配線含む）

エアコン用電源用配線及び配管の新設・撤去

廃材運搬・処分

大学

工事期間中の光熱費（電気・水道）

10

11

工事搬入動線養生（バリケード・ゴムマット養生等）

安全管理（交通誘導員等）

金沢文庫駅

京浜急行本線

市立金沢高校

金沢八景駅

環状４号

六浦川

侍従
川

平潟湾

瀬戸神社

金沢八景駅

宮川

八景小学校

金沢区役所

金沢中学校

国道　号線

16

至る　朝比奈
←

シー
サイ
ドラ
イン

Ｎ

京浜
急逗
子線

至る　逗子

← 至る　横須賀←

至る　横須賀中央

←

至る　氷取沢・栗木
←

←←至る　上大岡・横浜 至る　磯子・関内
笹下釜利谷道路

100 200 300 400 500
ｍ

横浜市立大学

案内図　1/20000

総合車両製作所

工事場所：横浜市金沢区瀬戸２２－２

第Ⅰ講堂

15



縮　尺

年月日 令和3年3月工事名

図面番号

公立大学法人　横浜市立大学 企画総務部　総務課施設担当

横浜市立大学　第Ⅰ講堂エアコン更新工事

―M-03 空調設備機器表（改修・撤去）

記号 名　　　称 備　　　考
電　　　　源

φ－Ｖ 方 式

台 数

ｋＷ･Ｗ

設 置 場 所仕　　　　　　　　　様

PAC
１ 組３－２００

消費電力

ビル用マルチエアコン
1

改 修 機 器 表

冷房能力　１１２.０ｋＷ ３３.０ｋＷ（冷房）

（暖房）

形　　式　床置形（耐重塩害仕様）

第Ⅰ講堂形　　式　天吊露出形

冷媒管　９.５φ×１５.９φ　　ドレン管　２０Ａ

冷房能力　９.０ｋＷ　　　暖房能力　１０.０ｋＷ　　　

ワイヤードリモコン、ドレンアップメカ他標準付属品共

屋外

８ 台

０.２１８ｋＷ消費電力（冷房）

（暖房）

１－２００

暖房能力　１２５.０ｋＷ ３１.４ｋＷ

圧縮機　　１０.５ｋＷ＋８.０ｋＷ×２

送風機　　０.６７ｋＷ×２＋０.２７ｋＷ×２×２

冷媒管　　１９.１φ×３８.１φ

（屋外機）

（室内機）

PAC

11

０.２１８ｋＷ

PAC
12

形　　式　天吊ダクト形

冷媒管　９.５φ×１５.９φ　　ドレン管　２５Ａ

冷房能力　１１.２ｋＷ　　　暖房能力　１２.５ｋＷ　　　

ワイヤードリモコン、ドレンアップメカ他標準付属品共

（冷房）

（暖房）

１－２００

消費電力 ０.２１２ｋＷ

０.２００ｋＷ

６ 台 第Ⅰ講堂

記号 名　　　称 備　　　考
電　　　　源

φ－Ｖ 方 式

台 数

ｋＷ･Ｗ

設 置 場 所仕　　　　　　　　　様

PAC
１ 組３－２００

消費電力

氷蓄熱ビル用マルチ
1

撤 去 機 器 表

冷房能力　１１２.４ｋＷ（蓄熱利用）　１０１.０ｋＷ（蓄熱非利用） ２７.９ｋＷ（蓄熱利用冷房）

（暖房） ２７.４ｋＷ

形　　式　床置形（４０ＨＰ相当）

第Ⅰ講堂形　　式　天吊露出形

冷媒管　９.５φ×１５.９φ　　　ドレン管　２０Ａ

冷房能力　９.０ｋＷ　　　暖房能力　１０.０ｋＷ　　　

ワイヤードリモコン、ドレンアップメカ他標準付属品共

屋外

８ 台

０.１５４ｋＷ消費電力（冷房）

（暖房）

１－２００

エアコン

暖房能力　１００.０ｋＷ

蓄熱容量　８６５ＭＪ

（非蓄熱利用冷房） ３２.１ｋＷ

圧縮機　　５.５ｋＷ＋９.０ｋＷ＋９.０ｋＷ

送風機　　０.３２ｋＷ×６

冷媒管　　１２.７φ×２５.４φ、２２.２φ×４４.５φ（氷蓄熱・屋外機）

給水管：２０Ａ、排水管：２５Ａ、オーバーフロー管：２５Ａ、ピークカット散水装置

ダイキン

（屋外機）RXYP900L+RXE10L

（氷蓄熱槽）TSSP1174L

（屋外機）RXYP900L+RXE10L

  2,580×690×1,450H  633kg

  1,280×690×1,440H  105kg

  1,255×2,000×2,240H  600kg

（屋外機）

氷蓄熱ビル用マルチ

エアコン

（室内機）

PAC
11

０.１５４ｋＷ

（室内機）FXYP90KD

ダイキン

  1,400×680×195H  33kg

氷蓄熱ビル用マルチ

エアコン

（室内機）

PAC

12
形　　式　天吊ダクト形

冷媒管　９.５φ×１９.１φ　　　ドレン管　２５Ａ

冷房能力　１１.２ｋＷ　　　暖房能力　１２.５ｋＷ　　　

ワイヤードリモコン、ドレンアップメカ他標準付属品共

（冷房）

（暖房）

１－２００

消費電力 ０.１７３ｋＷ

０.１７３ｋＷ

６ 台 第Ⅰ講堂 ダイキン

（室内機）FXYMP112KC

  1,110×690×390H  63kg

ビル用マルチエアコン

（室内機）

ビル用マルチエアコン

防振ゴムパット、アクティブフィルター他標準付属品共

参考形番：ダイキン

RXUP1120FAH

1,750×765×1,660H  316kg

1,240×765×1,660H×2  249kg×2

参考形番：ダイキン

FXYHP90MJ

1,590×690×235H  37kg

参考形番：ダイキン

FXYMP112CB

1,400×700×300H  45kg

16



空調設備平面図（改修） S=1/100

室内機廻り断面図（改修） S=1/100

4
,7
0
0
～
5
,4
0
0

▽CL

▽1FL

Ｒ
Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

ＲＲ
Ｒ

Ｒ

Ｒ

400φ(既設) ノズル（既設）

チャンバー1300×500×500H

チャンバー1500×500×500H

900×300

GV 900×300
(サランネットフィルター付)

分電盤

手元開閉器盤

F

25A防虫網 F

25A防虫網 F

25A防虫網 E
25A防虫網

C
25A防虫網

B 25A防虫網

A 25A防虫網

25A防虫網

A

25A防虫網
B

25A防虫網
C25A防虫網E

25A防虫網

F

F

25A防虫網

25A防虫網

G

A25

A25

A25A25

A25

A25

A25

A25

A25 A25

A25

A25

EM-CEE-S 1.25mm2-2C
(ﾒﾀﾙﾓｰﾙ)

液　側　×ガス側（Φmm）

　９．５Φ×１５．９Φ

　９．５Φ×１９．１Φ

　９．５Φ×２２．２Φ

１５．９Φ×２８．６Φ

１９．１Φ×３８．１Φ

１２．７Φ×２８．６Φ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

冷媒管サイズ表

記号

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

空調機室内外連絡線共(EM-CEE-S 2.0mm2-2C)

空調機用集中リモコン線(EM-CEE-S 1.25mm2-2C)

１２．７Φ×２５．４Φ

２２．２Φ×４４．５Φ

EM-CEE-S 1.25mm2-2C
(ﾒﾀﾙﾓｰﾙ)

13A横水栓 13-F7

コンクリート基礎
モルタル補修

既設給水管20Aに接続既設給水管20Aに接続

20VB

20VB

( 共通事項 )

屋外部分の金物類はSUS製とする。

屋外露出の冷媒配管は化粧ケース内配管とする。（分岐管部分はボックス設置）

※　

※　

※　

屋外機～建物外壁間の化粧ケースは歩行用とする。

SUS製支持金物×2

20GV(既設)20VB

集中管理用リモコン配線接続
CEE1.25-2C×2
（工事期間中は既存仮接続）

SUS製支持金物×5

縮　尺

年月日 令和3年3月工事名

図面番号

公立大学法人　横浜市立大学 企画総務部　総務課施設担当

横浜市立大学　第Ⅰ講堂エアコン更新工事

A1:1/50 
A3:1/100M-04 空調設備平面図（改修）

PAC
12

11

PAC

11

PAC

PAC
12

PAC
12

PAC
12

11

PAC

11

PAC

11

PAC

11

PAC

PAC
12

PAC
12

PAC
12

PAC

11

11

PAC

PAC

1

300

3
0
0

SUS製山形鋼 L40-40-5

3
0
0

▽GL

1
0
0

5
0

1
5
0

100VP
モルタル充填

冷媒管用ＳＵＳ製支持金物参考図　S=1/10

300

SUS製みぞ形鋼 [-150-75-6

SUS製おねじアンカー

給水用ＳＵＳ製支持金物参考図　S＝1/10
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空調設備平面図（撤去） S=1/100

室内機廻り断面図（撤去） S=1/100

4
,7
0
0
～
5
,4
0
0

▽1FL

▽CL

400φ(既設再使用)ノズル＃12（既設再使用）

チャンバー1100×500×500H

チャンバー1100×500×500H

900×300

GV 900×300

Ｒ
Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

ＲＲ
Ｒ

Ｒ

Ｒ

分電盤

25A防虫網

25A防虫網

25A防虫網
25A防虫網 25A防虫網

25A防虫網

25A防虫網

液　側　×ガス側（Φmm）

　９．５Φ×１５．９Φ

　９．５Φ×１９．１Φ

　９．５Φ×２２．２Φ

１５．９Φ×２８．６Φ

１２．７Φ×２８．６Φ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

冷媒管サイズ表

記号

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

空調機室内外連絡線共(EM-CEE-S 2.0mm2-2C)

空調機用集中リモコン線(EM-CEE-S 1.25mm2-2C)

A

B

CD

D

D

D

A

B

CD
D

D

１２．７Φ×２５．４Φ

25A防虫網

25A防虫網

25A防虫網
25A防虫網

25A防虫網

25A防虫網

25A防虫網

２２．２Φ×４４．５Φ

１９．１Φ×３８．１Φ

A25

25B

A25

A25

B25

※図中特記無き、機器・配管・ダクト類はすべて撤去する。

温室へ

給水管20A切断

20VB

20VB

D

20GV

給水管20A切断
15BAV×3、SUSフレキ×3

手元開閉器盤

13A横水栓 13-F7

H

縮　尺

年月日 令和3年3月工事名

図面番号

公立大学法人　横浜市立大学 企画総務部　総務課施設担当

横浜市立大学　第Ⅰ講堂エアコン更新工事

A1:1/50 
A3:1/100

M-05 空調設備平面図（撤去）
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PAC

11

PAC

11

PAC

11
PAC

11
PAC

11

PAC

11

PAC

11
PAC

PAC
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PAC
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PAC
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PAC
12
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PAC
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▽GL

1
2
5

φ
5
.0

(
φ
4
.5
)

50

φ4.0
(φ3.6)

（　）内は芯径を示す。

ワイヤメッシュ図 パネル断面図

2
00
0

1
97
0

3
0

3
0
0

2000 2000

2,000 800 1,200 2,000 2,000

2
,0
0
0

2,000 2,000 2,000 2,000

PAC
1

既存コンクリート基礎
モルタル補修

ネットフェンス（合成樹脂被膜）支柱（亜鉛メッキ）

シリンダー錠対応型門扉

既設手元開閉器盤

フェンス基礎250×250×450H
ア30 敷きモルタル
ア100 再生砕石

屋外機フェンス平面図　S=1/30

注　記

・フェンスは外部より取外しが出来る固定方法
（角根ボルト逆付け）とする。

・メッシュ目は50mmとする。

・フェンス形状、詳細納まり等は、メーカー仕様による。

屋外機フェンス断面図

屋外機

断面図正面図
フェンス基礎250×250×450H
ア30 敷きモルタル
ア100 再生砕石

1
,5
0
0

縮　尺

年月日 令和3年3月工事名

図面番号

公立大学法人　横浜市立大学 企画総務部　総務課施設担当

横浜市立大学　第Ⅰ講堂エアコン更新工事

A1:1/30
A3:1/60

M-06 屋外機フェンス詳細図

（ハイテンション線）
ワイヤメッシュ
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仮設計画図 S=1/100

縮　尺

年月日 令和3年3月工事名

図面番号

公立大学法人　横浜市立大学 企画総務部　総務課施設担当

横浜市立大学　第Ⅰ講堂エアコン更新工事

A1:1/50 
A3:1/100M-07 仮設計画図（参考）

足場：枠組み足場（Ｗ＝９００）※各養生は下記とする。
　足場下：ベニヤ敷き・床面、座席：シート養生

机・椅子：取外し再取付け（場内保管）

可動式机・椅子

可動式机・椅子
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空調電源設備平面図（改修） S=1/100 縮　尺

年月日 令和3年3月工事名

図面番号

公立大学法人　横浜市立大学 企画総務部　総務課施設担当

横浜市立大学　第Ⅰ講堂エアコン更新工事

A1:1/50 
A3:1/100

E-01 空調電源設備平面図（改修）

11

PAC

11
PAC

PAC

12

PAC

12

PAC

12

11

PAC

11
PAC

11
PAC

11
PAC

PAC
12

PAC
12

PAC
12

PAC
11

11
PAC

11

PAC

12
PAC

PAC
1

5

6

新EM-EEF2.0-2C,EM-EEF2.0-3C(G28) 一部(PV30)

S-4新EM-CET100□ E14□

既CET 14□ E5.5□

(G70)

(G36)

電気室より　既CET100□ E14□(FEP80)

既設ケーブルに接続新EM-EEF2.0-2C,EM-EEF2.0-3C 既(G28)

照明,コンセント　既設ケーブルに接続

温室照明,コンセント　既EEF2.0-2C,3C(FEP40)　１ＤＬより

温室空調　　　　　　 既CET14□ E5.5□(FEP40)　Ｓ－４より

(既設)手元開閉器盤

１ＤＬ電灯分電盤（既設）

　・室内機の既設電源ケーブルを再接続。

新EM-CET100□ E14□(PV76)

新EM-CET60□ E14□(PV63)

新EM-CET38□ E14□(PV63)

3φ200V 消費電力 33.0kW

C:10.5kW+8.0kWx2

F:1.34kW+0.54kWx2( )

1φ200V 定格 消費電力 218W

1φ200V 定格 消費電力 212W

151515W

プルボックス
数字は寸法(W,H,D) 例:151515はW150×H150×D150

Wは防水形溶融亜鉛メッキ仕上げを示す

記　　号 名　　称 備　　考

凡　　例

地中埋設配管

二重天井内ケ－ブル　ころがし配線

露出配管

21



空調電源設備平面図（撤去） S=1/100 縮　尺

年月日 令和3年3月工事名

図面番号

公立大学法人　横浜市立大学 企画総務部　総務課施設担当

横浜市立大学　第Ⅰ講堂エアコン更新工事

A1:1/50 
A3:1/100

E-02 空調電源設備平面図（撤去）

11
PAC

11
PAC

11
PAC

11
PAC

11
PAC

11

PAC

11

PAC

11
PAC

PAC

12

PAC

12

PAC

12

PAC
12

PAC
12

PAC
12

11

PAC

12
PAC

PAC

1

温室

AC

5

6

電気室より　CET100□ E14□(FEP80)

S-4

EEF2.0-2C,EEF2.0-3C(G28) 一部(PV30) 撤去 

EEF2.0-2C,EEF2.0-3C(G28) 撤去 

151515W 撤去 

EEF2.0-2C,EEF2.0-3C(G28)のケーブル撤去 

照明,コンセント MCCB2PIE20Ax2

ELCB3P50/40Ax1,ELCB3P30/10Ax2

温室空調　CET14□ E5.5□(FEP40)

温室照明,コンセント　EEF2.0-2C,EEF2.0-3C(FEP40)

3φ200V

C:4.2kW
F:0.12kWx2
H:0.025kW( )

１ＤＬ電灯分電盤

手元開閉器盤 PAC-1用 MCCB3P225/225A　温室空調用 ELCB3P50/50A

温室分電盤

温室空調盤

　・特記なき配管配線は下記の通りとする。

(FM)EEF2.0-3C

EEF2.0-3C

　・　　は撤去を示す。

1φ200V  F:130W

1φ200V  F:270W

　・室内機の既設電源ケーブルを取外し。

CET60□ E14□(PV63)

CE3.5□-3C E3.5□(G28)機器接続部(PV30)撤去

撤去

C:5.5kW+9.0kWx2

F:0.32kWx6(
3φ200V 消費電力 32.1kW

)

CET60□ E14□ 撤去
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